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ビジネス社会は競争社会であ
るのに、競うことや順位をつけ
ることを避ける傾向にある近年
では、勝ち抜く力を発揮する方
法が見いだせない若者が増えて
いることが危

き

惧
ぐ

されています。
目的をもって知識や技術を習得
したにもかかわらず、コミュニ
ケーション能力が身についてい
なければ、仕事をする上で目標
に対する成果を挙げることが難
しく、また困難な状況を乗り越
えていくことも出来ません。そ
こで豊かな人間性を身につけ、
マナーを知り、コンプライアン
スを理解することが、社会と調
和するために重要になってくる
わけです。
マナーというと、若者に対し
て躾

しつけ

を厳しく教えるようなイ
メージもありますが、ソーシャ
ル検定では、しきたりを覚える
知識の要求といったことより、

人と人とが接するときの気配り
を重視しています。『あれはダ
メ、こうしてはいけない』『必ず
このようにしなさい！』といっ
た押し付けに対し、抵抗感から
覚える意欲が半減してしまう若
者もいるかもしれません。状況
に合った考え方で的確な行動が
とれることを目指します。

大事なこととして、１．安心、
２．安全、３．誠実、４．快感
などがあげられます。相手が安
心感を抱くことは対面するとき
の基本です。『この人なら変な言
動はしない』『決して危害を与え
られるような感じはない』とい
った印象に加え、『まじめで常識
を逸脱しない人物と思える』『周
囲のことを常に考え、迷惑をか

大事な４つの点

けるようなことをしない』などの
感じを相手に抱かせることが信
頼を招くことにつながります。
そこでテキストは「相手にど
のように感じてもらうのが、自
分の言いたいことを聞き入れて
もらいやすくなるのか」という
考え方がベースになっています。
自分が正しいと思って理解した
ことを相手が誰であれ、どんな
状況であれ、頑

かたく

なに守り続けて
押し通すことではないことを知
るのがひとつ。もう一つは「相
手のためにやってあげる」といっ
た発想にならないこと。自分の
ためにやることでも、相手や周
囲に対して気配りが必要だとい
うことを知ってもらうことです。
「働こう」という気持ちがあ
れば人生がどうでもよいとか、
失敗しても気にしないなどと思
う人はいないはずです。「自分の
ため」に利己主義とか利益追求
とかを考えて否定するよりも、
相手や周囲に対して気配り、思
いやり、敬意を示すことを、自
発的に考えて行動できることが、
善いマナーになるのです。

識やマナーの部分で社会人の諸
先輩方や取引先からダメと思わ
れて損をしないようになっても
らうことです。実社会での経験
なしにマナーを身に着けること
は困難なようにも思われますが、
相手への気配りやマナーはどう
あるべきか、と先に考えただけ
でもプラスであり、マナーを知
識として知っているだけでも、
失敗したときの反省で原因を理
解できるかもしれません。少し
でも確実に前進することが成功
への第一歩となることでしょう。
座ったまま挨拶したり、ポケッ
トに手を入れて人の話を聞いた
り、タメ口が普通、などと思っ
ている勘違いを減らせれば、ソ
ーシャル検定の意義があったと
考えます。
ソーシャル検定の筆記試験合
格者に対しては【エクセレン
ト・オートモービル・エンジニ
ア】の合格証が与えられます。
さらに、一級整備士資格取得者
には、ソーシャル検定筆記試験
に合格して、ゼミ受講および論
文提出か面接試験に合格すれば
【ファーストクラス・オートモ
ービル・エンジニア】の認定書
が与えられる予定です。
このソーシャル検定を合格し
た両エンジニアが、夢と希望を
持ち、社会において活躍し、高
い評価を受けて豊かな人間性を
もった社会人になることを願い、
第１回ソーシャル検定試験を実
施します。

今回第１回のソーシャル検定
試験が実施されます。一般的な
常識を逸脱するとマナー違反に
なりますから、出来る限り多く
の情報・知識は知っておいた方
がよいので、知識の暗記は重要
視しないながらも何題かは出題
されることになります。

試験の評価観点

試験のポイントとしては、各
問題の点数が重要性や難易度に
より変わっているところです。
「対面した相手に対してどのよ
うな対応や行動がとれるか」が
中心課題となっているので、そ
の部分をよく理解しておくこと
が大事になるかもしれません。
第１回試験では、満点に対し
て70％の正解率で合格になる
ので、比較的易しい試験になる
かもしれませんが、相手に不快
感を与えたり、迷惑をかけたり
する行為を避けることが、理論
だけでも理解できていないと合
格は厳しいかもしれません。テ
キストをよく読み、理解してい
ればソーシャル検定試験の合格
は見えてくると思われます。
年１回の一斉同日試験が行わ
れる予定ですが、合格率や受験

者の状況に応じて再試験や年２
回の試験実施なども検討される
余地があります。目的はあくま
でも、資格を取得し技術と知識
をもって社会に出た若者が、常

評価観点は、１）意欲・関心・
姿勢・態度、２）基本知識の理
解、３）応用力・思考力・判断
力、４）表現力・行動力・実習
技能などになり、これらに関連
した問題が90分の時間内で40
～50問出題される予定です。今
回の試験では４択または５択の
択一問題が予定されています。
今後の正解率や採点評価などに
より、○×式や記述式も導入が
検討されています。

豊かな社会常識人間味あふれた技術者に
ＪＡＭＣＡソーシャル検定委員会委員長 齋木　寛治

ソーシャル検定試験については、2005年10月１日発行

のＪＡＭＣＡニュース№47に、拙稿「ソーシャル検定試験」、

また、2007年４月１日発行の同№53には「ソーシャル検定

試験の実施に向けて」と題して、中央自動車大学校の廣川

校長先生も寄稿されていますが、今年の９月８日に、第１

回ソーシャル検定試験を実施するにあたり、まだ十分に認

識していただけてない点も多くあるかと思います。そこで、

ソーシャル検定試験の目的、試験内容の傾向及びポイント

について述べさせていただきます。
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人への気配りに重点
テキスト読み込んで

第1回 9月8日実施

ソーシャル検定テキストの表紙
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